
わが家のオンリーワン！

仲間募集中 !

あなたのかわいいペットを紹介します。

うらら（メス・ミックス・5歳）
飼い主　豊田理桜さん（下延生）

飼い主　小林透さん、明美さん（東高橋）
　いびきが大きいと家族に言われるふうちゃんと、
娘の愛さんの枕の横で添い寝をするぴいちゃん。
二匹は大の仲良しだそうです。

●応募方法 広報広聴係☎028（677）6099にご連絡ください。
●必要事項 動物：名前・動物の種類名（例…柴犬、三毛猫）・性別、
飼い主：氏名（フルネーム）・住所（大字のみ掲載）・電話番号

犬：ふうちゃん（メス・ミックス・3歳）
猫：ぴいちゃん（オス・ミックス・7歳）

芳賀町ボランティア
問町民会館 ☎028（677）0009

　町では、38の講座が、生きがいづくりやコミュニケーションの場として開かれています。一緒に楽しく活
動してみませんか。お気軽にお問い合わせください。

参加者からひとこと参加者からひとこと

お楽しみ川柳お楽しみ川柳 ●開催場所 町民会館多目的室
●開催日時 毎月第４土曜日9:00～12:00
●参加人数 15人
●活動内容 川柳を通して、高齢者の認知症予防や
 生きがいづくり、コミュニケーション
 作りのきっかけとする

　和気あいあいと気軽に活動しています。
あなたも、仲間と一緒に楽しく川柳を詠
んでみませんか。

　ブルーの瞳が特徴のうららちゃん。いつ帰って
も玄関でお出迎えをしてくれるそうです。

生涯学習友の会活活 活活きき きき

・和やかな雰囲気の中で、
　一生懸命五･七･五を考え
　ています。

・いろいろな言葉を選んで
　作るので、脳の活性化に
　つながります。

・大事なのは和気あいあいと
　楽しくやること。飽きずに
　10年間も参加しています。

�� �������������

の
文
芸
サ
ー
ク
ル
な
ど
で
活
躍
さ
れ
て
い
る　
　

皆
さ
ん
の
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

は
が

　〈お便りの宛先〉  〒321-3392 芳賀町大字祖母井1020　企画課広報広聴係　☎028（677）6099

あなたの声を聞かせてね！
お便り待ってます！
●身近な出来事や町に関する要望・意見
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高松イクさん（下高根沢）からの投稿
　梅雨の時期でうっとうしい日々が続くのと同時に、新型コロナウイルス対
策の3つの密を避けながらの生活が長期間続いています。夏場のマスク着用
は困難ですが、一人一人が感染予防をしっかりすることで一日も早くコロナ
の霧が晴れることを願うばかりです。
「今日もまた３密避けて自粛の日」

芳賀町文化協会会長　駿河富夫さん（稲毛田）からの投稿
生き方上手　日野原医師著
　人はひ弱なもの。医療が進歩しても死を克服することはできません。しかし、人間は身を寄せ
合い助け合う資質とエネルギーを誰もが持っていると私は思っています。
　助け合う、認められる社会が必要です。心を一つにして助け合い慈しむ社会になれば、人をだ
ますようなことはないはずです。

小林操さん（下高根沢）からの投稿
　新型コロナウイルス感染症も徐々に解消されているようですが、終息には至っていません。各
地の寺院では、疫病退治の守り札の配布や茅の輪くぐりが行われており、ご利益を得ようと受け
てきました。
　自然の恵みに感謝し、人とのつながりや触れ合いを大切にして、健康第一に日々過ごすことが
できたらと思います。

高松イクさん（下高根沢）

鈴木モコさん（西高橋）

参加者からひとこと

お楽しみ川柳

活 活き き
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